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驚きの表情表 出における他者 の存在 の効 果1)
一感情教示法と写真教示法を用いて一

高橋 直樹(大 阪大学大学院人間科学研究科)

大坊 郁夫(大 阪大学大学院人間科学研究科)

本研究では、驚きの表情における他者の存在の効果を調べるために、単独条件と同室条件における驚きの表情に

っいて、EACSに 基づくAU単 位での分析を行った。その結果、驚きの表情表出における他者の存在の効果は、感情

教示法と写真教示法という2つ の表情表出教示法において、異なる形でみられることが分かった。しかし、驚きの表情

表出は、他の種類の表情表出ほど、他者の存在の効果が強く見られなかった。このことから、表示規則はポジティブー

ネガティブ感情という単純な軸についてみられるものではなく、あくまで感情の種類に依存すると考えられる。また、写

真教示法の方が、感情教示法よりも、単独条件と同室条件において表出された表情の一致率が高い傾向にあったが、

本研究において採用された表情表出手法は自発的な表情を対象としたわけではないため、今後は自発的な表情を分

析対象とした他者の存在の効果も検討していかなければならないであろう。さらに、写真教示法における驚きの表情の

方が、感情教示法における驚きの表情よりも、JACFEEの 驚きの表情との一致率が有意に高かった。この結果は、驚

きの表情表出教示法としての写真教示法の有効性と、JACFEEに おける驚きの表情と感情教示法における驚きの表

情との差異を示唆している。

キーワー ド:驚き、表情表 出、他者の存在、FACS、ACT

問題

表情表出における他者の存在の効果

人間が表出する表情には、普遍的な側面と個別的な

側面がある。個別的な側面としての表情表出における文

化差を説明するための代表的な概念としては、表示規則

というものがある(Ekman&Friesen,1975な ど)。表示

規則とは、本人が実際に感じている感情に関係なく、特

定の状況においてどのような表情を表出するべきか(ま

たは隠蔽・抑制すべきか)ということに関する一種の社会

的な規則のことである。この表示規則に関する研究の一

つであるEkman&Friesen(1975)の 研究では、日本人

大学生が、他者の存在する状況において、ネガティブな

内容のフィルムに対してネガティブな表情を表出せず、

むしろポジティブな表盾を表出する傾向がみられた。こ

の結果は、社会的場面において、日本人大学生にネガ

ティブな表情表出を抑制させる表示規則が働いたことに

よると考えられている。

このように、従来の表示規則研究では、主に表出がポ

ジティブであるかネガティブであるかという点に焦点が

当てられてきたと言えよう。しかし、驚きというポジティブ

にもネガティブにも分類し難い感情については、他者の

存在がどのように作用するのであろうか。これを調べるた

めに、本研究では、驚きについて、表出者が単独で表情

表出をおこなう単独条件と、表出者が他者と同室してい

る状態で表情表出をおこなう同室条件との比較をおこな

い、驚きの表情表出における他者の存在の効果を検討

する。日本人の表情表出における他者の存在の効果に

関して、表情別に検討した研究は、これまでにもおこな

われているものの、それらは主に表情の強度や持続時

間等に関するもの(中村,1991;和 田・米谷,1999な ど)で

あり、他者の存在によって表情の構成要素がどのように

変化するのかを調べた研究は未だない。そこで、本研究

では、EACS(Ekman&Friesen,1978)を 用いて、単独

条件と同室条件における表情の構成要素(AU;Action

Unit)の 相違に注 目した上で、驚きの表清表出における

他者の存在の効果について検討する。

驚きの表情表出

驚きの表情は、高橋(2001)の研究では、AU1(眉 の内

側を上げる)+AU2(眉 の外側を上げる)+AU25(口 を開

く)+AU45(瞬 きをする)+AU58(頭 部を後ろへ引く)という

AUの 組 み 合 わ せ に よ っ て 示 され る が 、

JACFEE(JapaneseAndCaucasianFacial

ExpressionsofEmotion[マ ツモト・工藤,1996])の 驚き

の写真においては、「AU1+AU2+AU5(上 瞼を持ち上

げる)+AU25+AU26(顎 を下げる)」の動きが表現されて

いる。高橋(2001)の研究結果とJACFEEの 一致してい

るAUはAU1・AU2・AU25で あるが、AU5・AU26に

ついては感情教示法を用いた高橋(2001)の研究ではあ

まりみられなかった。したがって、本研究においても、感

情教示においてAU5・AU26は みられないであろうと予

測される。また、写真教示 にお いては、どの程度

AU1+AU2+AU5+AU25+AU26が 忠実に模写される

のだろうか。単独条件と同室条件の違いに着 目しつつ、

驚きの表陦を構成する顔の動きについて調べる。

・・



方法

表出者

大阪府内の大学において社会心理学の講義を受講し

ており、本研究の目的を知らない、大学学部生32名(男

性8名 、女匪24名)を 、本研究における表出者とした。表

出者の平均年齢は、男卜生が20.5歳(5μ0.535)、 女駐が

20.25歳(SILO.794)で あった。

装置

撮 影 はSONYの デ ジ タル ビ デ オ カ メラ

(DCR-TRV20)を 用 いておこなわれた。分析 には、

SONYのPC(PCG・R505/ABW)を 使用した。画像の取

り込み・分析にはPCの 付属ソフトウェアであるDVgate

motion(version2.2.0)及 びDVgateassemble(version

2.2.00)を使用した。DVgatemotionは 、デジタルビデ

オテープの動画像をパソコンのハードディスクに取り込

むためのソフトウェアであり、取り込まれた動画像(aviフ

ァイル)は1秒 につき30枚 の静止画像(bmpフ ァイル)か

らなる。DVgateassembleは 、ハードディスクに取り込ま

れた複数の動画像ファイルを繋ぎ合わせて一つの動画

像ファイルを作成するためのソフトウェアである。このソ

フトウェアは、動画像のスロー再生やコマ送り再生ができ、

FACSを 用いた表情分析に都合が良いため、本研究で

は動画像再生ソフトウェアとして使用した。

条件

表情撮影は、各感情を想起することによって該当する

表情表出をおこなう「感情教示法」と、JACFEEを 模写

することによって表情表出をおこなう「写真教示法」の2

っの教示法を用いて実施された。さらに、上記2教 示の

それぞれについて、表出者が単独で表情表出をおこな

う「単独条件」と、表出者が実験者の立会いのもとで表情

表出をおこなう「同室条件」の2条 件で実験をおこなった。

したがって、本研究における実験条件は2×2の4条 件

(「感情教示・単独条件」「感情教示・同室条件」「写真教

示・単独条件」「写真教示・同室条件」)である(Table1)。

また、カウンターバランスをとるために、表出者は、「同室

条件→単独条件」の順番で表清表出をおこなうグループ

と、「単独条件→同室条件」の順で表情表出をおこなうグ

ループとに分けられた。ただし、表情表出の教示法に関

しては,写 真教示法の後に感情教示法を行うと、写真に

示された表晴が表出者の印象に残り、その結果、自由な

表情表出を求める感情教示に影響を与える可能性が考

えられるため、全て、「感情教示法→写真教示法」の順で

撮影をおこなった。

Table1本 研 究における実験デザイン

飛 感情教示 写真教示

単独条件

同室条件

感情・単独

感情 ・同室

写真 ・単独

写真 ・同室

手続き

感情教示法 表出者は、怒り、軽蔑、嫌悪、恐れ、幸福、

悲しみ、驚きの7種 類の感陦語を、実験者による教示が

録 音されたカセソトテープによって聞かされる(単独条件)

か、実験者によって口頭で聞かされ(同室条件)、各感情

を表す表情を自由に表出するよう求められた。表出者は

無表情から始めて、当該の表情の表出が終わったら無

表清に戻すよう教示され、その一部始終がデジタルビデ

オテープに録画された。カウンターバランスをとるため

に、表出者は「怒り→軽蔑→嫌悪→恐れ→幸福→悲し

み→驚き」の順で表盾表出をおこなうグループと「驚き→

悲しみ→幸福→恐れ→嫌悪→軽蔑→怒り」の順で表情

表出をおこなうグループとに分けられた2)。

写真教示法 表出者は、怒り、軽蔑、嫌悪、恐れ、幸福、

悲しみ 、驚きの7種 類の感情が呈示された顔写真

(JACFEE)を 、実験者による教示が録音されたカセット

テープに基づき自分で写真を見ながら(単独条件時)、も

しくは実験者によって見せられ(同室条件時)♪各表情を

表出するよう求められた。その他の手続きは、提示順序

も含め、感情教示法と同様である。

撮影時間、撮影距離、撮影に用いられた照明

感情教示法と写真教示法を合わせた撮影時間は、表

出者1人 につき15分 ～20分 程度であった。表出者とデ

ジタルビデオカメラとの距離は約1.8mで あり、照明には

実験室の天井に据付の白色蛍光灯が用いられ、実験室

のカーテンは閉じられていた。実験室の照度について、

TOPCONの デジタル照度計(IM・5)を用いて調べたとこ

ろ、3580Lxで あった。

分析

各教示・条件において表出者が表した顔の動きにつ

いて、EACSに 関するトレーニングを受けた大学院生1

名が、FAGSを 用いて分析した。具体的な計測方法とし

ては,パ ソコンのハードディスクに取り込まれた表清の動

画像ファイルをDVgateassembleに よって再生し、各表

情が表出されている問に観察された全てのAUを 、条件

毎にMicrosoft社 の表計算ソフトであるExcelに まとめ、

該当するAUが 表出されていれば「1」というフラグを付し

た。
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結 果

驚きの表情表出において観察されたAU

感情教示法における驚きの表情について、全表出者

(32名)が示した顔の動きを集計したものをTable2に 示

す。単独条件と同室条件において示されたAUの 頻度

の比較をx2検 定によっておこなった結果、AU4(x2

=4276 ,p<05)、AU7(x2=4。276,〆.05)に おいて有意

差がみられ(単独条件〉同室条件)、AU52(z2=3153,

、ρ〈.08)において傾向差がみられた(単独条件〉同室条

件)。

次に、写真教示法における怒りの表隋について、全表

出者(32名)が 示した顔の動きを集計したものをTable3

に示す。単独条件と同室条件において示されたAUの

頻度 の比較をx2検 定によってお こなった結果 、

AU45U2=5.189,P<.05)に おいて有意差がみられ(単

独条件〉同室条件)、AU55(xa=3.153,〆.08)に おい

て傾向差がみられた(単独条件〉同室条件)。

Table3写 真教示法において観察されたAUと 頻度(%)

Table2感1青 教示法において観察されたAUと 頻度(%)

驚 き(感 情教示)単 独 同室 ノ!2値

AUI眉 の 内側を上げる6776130282

AU2眉 の 外側 を上げる6776130282

AU4眉 を下げる12904276*

AU5上 瞼 を上 げる6136130

AU6頬 を持ち上げる651611449

AU7瞼 を緊張させる12904276*

AU12ロ 角 を上げる1292260995

AUl4笑 窪 をつ くる65320350

AUI5口 角 を下げる6502067

AU17下 顎 を上げる97650218

AUI8唇 をすぼめる65320350

AU20唇 の端を横に引く65650

AU24唇 を押 さえつける65650

AU25唇 を離す8399030574

AU26顎 を下げる4844520065

AU27口 を大き く開 く2581291653

AU28唇 を吸い込む6502067

AU34頬 を膨 らます(閉 ロ)3201016

AU43眼 を閉 じる97321069

AU45瞬 き をする9039350218

AU51顔 を左に向ける129650738

AU52顔 を右に向ける9703153†

AU53顔 を上に上げる3553230072

AU54顔 を下に下げる65970218

AU55顔 を左に傾ける1611610

AU56・ 顔 を右に傾ける65970218

AU57・ 頭 を前に出す97321069

AU58・ 顔 を後ろに引 く5816130067

AU61眼 球 を左に向ける2261610413

AU62眼 球 を右に向ける3231941348

AU63眼 球 を上に向ける971290161

AU64眼 球 を下に向ける2902900

驚き(写 真教示)単 独 同室.Y2値

AUI眉 の 内側 を上げる83971.01476

AU2眉 の外側 を上げる8397101476

AU4眉 を下げる97650218

AU5上 瞼 を上げる87180。60477

AU6頬 を持ち上げる0321.016

AU7瞼 を緊張させる3201016

AUll鼻1菊 冓を深める0321.016

AUI2口 角 を上げる1291290

AUI4笑 窪 をつ くる3201016

AUI5口 角 を下げる3201016

AU20唇 の端 を横に引 く3201016

AU24唇 を押 さえつける3201016

AU25唇 を離す1001000

AU26顎 を下げる8398390

AU27口 を大 きく開 く2903870648

AU30顎 を左右にず らす3201016

AU43眼 を閉 じる3201016

AU45瞬 きをする7424525429*

AU53顔 を上に上げる32325BO.313

AU54顔 を下に下げる65320.350

AU55顔 を左に傾 ける9703153†

AU56顔 を右に傾 ける1291290

AU58顔 を後 ろに引 く4524190066

AU61眼 球 を左に向ける971290161

AU62眼 球 を右 に向ける129650738

AU63眼 球 を上 に向ける226971908

†Pく.10,*pcO5

驚きの表情表出において観察されたAUの コンビ

ネーション

次に、本研究の表出者が示した驚きの表情に関連する

AUの コンビネーションをTable4(感 情教示)とTable

5(写真教示)に示す。2x検 定の結果、両教示法とも全て

の組み合わせについて有意差が見られなかったことが

示された。

tp<10,*p<05
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Table4感1青 教示法において観察された

主なAUの 組み合わせと頻度(%)

驚き 感単 感同 ,γ2値

AU1+AU267.761.3 o.2s2

AU1+AU2+AU558.158.1 0

AU1+AU2+AU5+AU2551.651.6 0

AU1+AU2+AU2558.154.8 !1..

AU1+AU2+AU25+2641.925.8 1.800

AU1+AU2+AU5+AU25+AU2638.725.8 1.181

Table5写 真教示法において観察された

主なAUの 組み合わせと頻度(%)

驚き 写単 写同 Xz値

AU1+AU283.971.0 1.476

AU1+AU2+AU577.467.7 0.729

AU1+AU2+AU5+AU2577.467.7 0.729

AU1+AU2+AU2583.971.0 1.476

AU1+AU2+AU25+2667.758.1 0.622

AU1+AU2+AU5+AU25+AU2661.354.8 0.265

単独条件と同室条件の表情一致率

次に、上記のような形態で表出された驚きの表情にお

ける他者の存在の効果について、教示法や個人hの

影響を調べるため、ACT(AffectiveCommuni(ration

Test[Filedman,Prince,Riggio,&DiMatteo,1980])の

日本語版(大坊,1991)得 点に基づき、表出者を「高

ACT(高 得点群;1180.714,3Z辷9.196)」 「中ACT(中 得

点群;11f=59.667,5Z辷3.773)J「 低ACT(低 得点群;

蕗43.25,5Zヒ5.497)」 の3群 に分類し、単独条件と同

室条件の表情一致率を求めた。この結果をFigure1に

示す。なお、一致率の算出方法は、表出者が両条件に

おいて2回 とも表出したAUの 個数に2をかけたものを、

表出者がそれぞれの条件で表出したAUの 総個数で割

るという方法を用いた。

単独条件と同室条件の表情一致率について、一致率

の値を従属変数、教示法(2)×ACT得 点(3)を独立変数と

する二元配置の分散分析を行ったところ、有意な主効果

や交互作用はみられなかった。

各条件において表出された怒りの表情とJACFEE

の一致率

感情教示法において表出された表情は、どの程度、

典型的な表情のモデルであるJACFEEと 近いのか。あ

るいは、写真教示法において表出された表情は、どの程

度、JACFEEが 忠実に模写されているのか。また、これ

らには他者の存在や非言語的表出性であるACT得 点も

有意に関係しているのだろうか。これらの間題を調べる

ため、ACT得 点に基づき、表出者を「高ACT」 「中

ACT」 「低ACT」 の3群 に分類し、各条件(感 情教示・単

独条件(感 ・単)、感情教示・同室条件(感 ・同)、写真教示 ・

単独条件(写 ・単)、写真教示・同室条件(写 ・同)に おいて

観察されたAUとJACFEEに お いてみられるAUと の

一致率を求めた
。この結果をFigure2に 示 す。一致率

の算出方法は、前項と同様である。なお 、瞬き(AU45)に

つ いては、JACFEEの ような静止画像では表現できな

いため、一致率の算出対象からは除外された。

各条件における表清とJACFEEと の表 清一致率につ

いて、一致率の値を従属変数 、教示 ・条件(4)×ACT得

点(3)を独 立変数とする二元配置の分散分析を行ったとこ

ろ 、教 示 ・条 件 の 主効 果 が有 意 で あり(F(3,112)ニ

12.444,P〈.01)、ACTの 主効果が有意傾向であった

(双3,112)=3.001,P<.06)。 多重比較(LSD法)の 結果、

写真教示法(単 独 ・同室とも)の 方が感情教示法(単 独・同

室とも)よりも一致率が有意に高く(汐く.01)、高ACTの 方

が中ACTよ りも一致率が有意に高くqρ<.05)、低ACTの

方 が 中ACTよ りも一致率が有意 に高い傾 向にあった

(lx.os)o

Figiue1単 独条件と同室条件の表隋一致率(%)

Figure2各 条件とJAcFEEの 表 隋一致率(%)
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考察

驚きの表情表出において観察され たAU

驚きの表情における他者の存在の効果について、AU

単位の分析をおこなった結果、感清教示法においては、

AU4、AU7が 単独条件において有意に多く見られ、写

真教示法においては、AU45が 単独条件において有意

に多く見られることが分かった。これらの結果から、驚き

の表情表出における他者の存在の効果は、感晴教示法

と写真教示法という2っ の表清表出教示法において、異

なる形で見られることが分かったが、両教示法において

有意差の見られたAUは 、全て驚きの表出には関連が

無いとされるAUで あった。したがって、単独条件にお

ける驚きの表情と同室条件の驚きの表情と比較して、ど

ちらがより強い驚きが表出されていたとか、どちらがより

自然な驚きが表出されていたかと断定することは難しい

が、AU単 位の分析では、驚きの表情は、たとえば幸福

(高橋・大坊,2002a)や 怒り(高橋・大坊,2002b)な どの表

情表出ほど、他者の存在の効果が強くはみられなかった

ことは確かである。

驚きの表情表出において観察されたAUの コンビ

ネーション

AUの コンビネーションの分析では、感情教示法、写

真教示法とも、全てのAUの コンビネーションについて、

単独条件と同室条件の間で、頻度に有意差がみられた

AUは 無かった(Table3、Table4参 照)。この結果も、驚

きの表情表出においては、他者の存在の効果はあまり

見られないという知見を支持するものといえよう。

また、感清教示法と写真教示法とを比較した場合、写真

教示法では、単独条件・同室条件とも、JACFEEに 示さ

れているAU1+AU2+AU5+AU25+AU26と いうコンビ

ネーションを示した表出者は過半数を満たしたが、感情

教示法の場合、単独条件・同室条件とも、AU26が 含ま

れるコンビネーションを表出した表出者は半数を下回る。

これらの結果から、比較的自由な驚きの表陦表出を求め

る感情教示法においては、表出者はそれほど大きな口

を開けなし噸 向にあることが示唆された。

単独条件と同室条件の表情一致率

単独条件と同室条件において表出された表情の一致

率を数値化し、この値を従属変数、教示法とACTTom,を

独立変数として分散分析を行った結果、有意な主効果や

交互作用は見られなかったが、t検定の結果、写真教示

法の方が感情教示法よりも一致率が高い傾向にあること

が分かった。

写真教示法の方が感情教示法よりも、単独条件と同室

条件の表r青一致率が高い傾向にあるという結果は、他の

表情とも一致するものであるが、驚きの表情の場合は、

その差は極めて小さい。つまり、驚きについては、他の

感1青ほど、他者の存在の効果が強く作用しなかったと考

えられる。また、驚きの表情の場合には、単独条件と同

室条件の一致率が極めて高い(写真教示法においては

80%以 上、感清教示法においては70%以 上)という結果

も、この考察を支持する。これらの知見は、表示規則が

ポジティブーネガティブ感情という単純な軸についてみ

られるものではなく、あくまで感情の種類に依存すること

を意味する。

しかし、本研究において採用された感情教示法や写

真教示 法といった 表情表 出手法 は 、Ekman&

Friesen(1975)の 研究などのように、自発的な表情を対

象としたわけではない。果たして、現実のコミュニケーシ

ョン場面において、本研究で表出されたような表情が表

出されるのかどうかといった疑問は残る。これは表情表

出における教示法に関する課題あるが、今後は、比較的

自由な対話場面や討論場面において表出された表晴な

どの自発的な表情を分析対象とした、表清表出における

他者の存在の効果も検討していかなければならないで

あろう。

各条件において表出された驚きの表情とJACFEE

の一致率

各条件において表出された表陦とJACFEEと の一致

率を従属変数として用いた分析では、教示・条件の主効

果が有意であり、写真教示法の方が感情教示法(単独・

同室とも)よりも一致率が有意に高かった。

まず、写真教示法の方が感晴教示法よりもJACFEE

との一致率が有意に高いという結果は、表清表出教示法

としての写真教示法の有効性と、JACFEEに おける表

情と感情教示法における表情との差異を示唆している。

JACFEEの 驚きはAU1+AU2+AU5+AU25+AU26と

いう組み合わせで表現されるが、感情教示法において

多くみられたAU(単 独・同室とも50%以 上観察された

AU)はAU1・AU2・AU5・AU25・AU45・AU58(Table1

参照)である。これらのAUの 中でJACFEEに 含まれな

いものはAU58の みである(写真では表現されない

AU45は 除外)。このAU58は 、高橋(2001)の先行研究

においても、驚きの表晴に特有の頭部の動きであると示

唆されたAUで ある。本研究においても、この知見は支

持されたが、これらの結果は、驚きの表出には、主に

AU1+AU2と いう眉上げ、及び、AU25(+AU26)と いう開

口に加えて、頭部を後方へ引くという「頭部の動き」が重

要な要素になることを示唆している。頭部の動きの重要

性は、驚きの表情だけでなく、たとえば興味や軽蔑の表

情(高橋2001)な どにおいても、確認されている。したが

って、今後も、表清筋が形成する顔の動きだけでなく、頭

部や視線の動きにも着目した表情分析を継続していく必

要1生があると考えられる。
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一方で
、写真教示法において多く見られたAU(単 独・

同室とも50%以 上観察されたAU)はAU1・AU2・AU5・

AU25・AU26(Table2参 照)である。これらのAUは

JACFEEに 含まれるAUと 完全に一致している。即ち、

驚きの表情に関しては、JACFEEの 写真に記載されて

いる表情が忠実に表出されており、なお、写真に記載さ

れていない顔の動きもあまり表出されなかったのである。

これは、写真教示法とJACFEEの 高い一致率によって

も裏づけされている(Figure2参 照)。このように、表晴の

種類や教示法・条件によって、JACFEEと の一致率が異

なるという結果は興味深いが、とりわけ、何故、驚きの表

情はJACFEEと の一致率が高い傾向にあるのだろうか。

それは、驚きの表情が持つ単純な構造に由来するので

はないかと推測される。要するに、目と口を大きく開きさ

えすれば、驚きの表陦は完成されるために、表出者は容

易に驚きの形態についてのステレオタイプ的表出を行う

ことができたのではないかと思われる。

感情教示法において多く見られたAU58は 、写真教

示法においても両条件で40%を 超えており、AU58が 含

まれていない驚きの写真の模写を求めた場合において

も、頭部は後方へ引かれる傾向が見られた。この結果は、

写真教示法においても、ある程度の表出者の感情想起

が為されるという興味深い知見を提供すると共に、純粋

な写真教示法を実施することの困難さを示している。

また、ACTの 主効果が有意傾向であり、高ACTの 方

が中ACTよ りも一致率が有意に高く、低ACTの 方が中

ACTよ りも一致率が高い傾向にあることから、驚きの表

情表出と表出者の非言語的表出性との関連性がみられ

た。Figure2を 参照すると、感清教示法においては、

ACT間 の差はあまりみられないが、写真教示法におい

て、ACT間 の差が顕著にみられることが分かる。つまり、

高ACT・ 低ACTは 写真教示法において、JACFEEと

の一致率が高いといえるのだが、この一致率の高さは、

高ACTと 低ACTで は、その原因が異なることが推測さ

れる。つまり、高ACTの 場合は、特に単独条件において、

写真を忠実に模写するスキルが長けているのに対し、低

ACTの 場合は、同室条件においても、他者の存在に関

わらず、写真に記載されている表情を抑制せずに表出し

たために、JACFEEと の一致率が高くなったのではな

いかと思われる。今後は、こういった問題も含め、驚きの

表情だけでなく、他の様々な種類の表1青について、非言

語的表出性などの社会的スキルとの関連性について、

比較 検討していく必要がある。
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差の影響を除外するため、練習試行はおこなわれ

なかった。

一74一



The effect of presence of another person in the facial expressions of  surprise: 
   Comparing the emotion-instruction method with the photograph-instruction method 

Naoki TAKAHASHI (Graduate School  of  Human Science, Osaka  University) 

Ikuo DAIBO (Graduate School  of  Human Science, Osaka University) 

    In the present study, we analyzed the facial expressions of surprise in two different situations (alone in the 
room and with another person in the same room; the alone condition and the same room condition) by using AU 
system of FACS. As a result, the effect of presence of another person is different between the emotion-instruction 
method and the photograph-instruction method. But the effect of presence of another person in the facial 
expression of surprise is not stronger than other facial expression. Consequently we consider that the display rule 
is not seen along the positive-negative dimension only, but it is different depending on the kind of emotion. The 
facial expression's consistency between the alone condition and the same room condition is significantly different. 
However because the instruction method in this study dose not let the encoders show the spontaneous facial 
expression, in the future we must investigate the effect of presence of another person treating the spontaneous 
facial expression. The facial expression's consistency concerning JACFEE is significantly different. This result 
indicates the effect of the photograph-instruction method as the instruction method of surprise, and the 
discrepancy between the facial expression of surprise in JACFEE and that in emotion-instruction method. 

 Keywords: surprise, facial expression, presence of another person, FACS, ACT
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